
時 ねらい 学習活動 評価規準・場面・方法 資料および指導・援助 
１ 写真や年表から戦後の日本の主な出来事を調

べ，単元を貫く課題を設定する。 
・戦後は焼け野原だったけど，わずか６年で国際

社会へ復帰している。 
《単元を貫く課題》 
「どうしてこんなに早く国際社会に復帰すること

ができたのだろう」 
２ 年表から占領下の民主化政策を調べ，本時の課

題を設定する。 
民主化政策によって日本はどのように変わっ

たのだろう。               

３ 資料から，調べ交流する。 
 ・農地改革によって，自作農が増えた。 
 ・女性も政治に参加できるようになった。 
 ・国民の権利を保障した日本国憲法が制定され

た。 
４ 本時の学習についての思いをまとめる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜ア－①＞ 
早期に国際社会への復帰がで

きた理由について，自分の思

いを書いている。 
〈場面〉授業後 
〈方法〉ノートの記述 

◇「戦後の日本」 
（自作年表資料） 

 
 

 
◇「農地改革の前

後」（教科書） 
◇「経済の民主化，

日本国憲法の制定」 
（資料集） 

 
 
援助（学習活動４） 
本時のまとめとし

て，単元を見通した

自分の思いを書く

ことを助言する。  
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戦後の主な出来事

を調べることを通

して，単元の課題が

設定できるととも

に GHQ の指示の

下，農地改革，財閥

解体，女性の参政権

を認めた民主化が

行われ，日本国憲法

ができたことを理

解することができ

る。 
 

 国民が中心となる民主化が進められ，戦前とは違って，多くの人にいろいろな権利が与えられた。現在

の私たちのくらしのもとになるものがこの時代につくられてきたようだ。国際社会は，戦後どのように変

化していったのだろう。 

１ 戦後，世界平和を維持するために国際連合がつ

くられたことを知り，本時の課題を設定する。 
国際連合ができて，本当に平和になったのだろう

か。 

２ 国際連合成立後の世界の動きについて資料か

ら調べ，交流する。 
 ・北大西洋条約機構とワルシャワ条約機構 
・ドイツの分裂 
・核兵器増強の競争 

 ・「冷たい戦争（冷戦）」 
・アジア，アフリカ諸国の独立 
・朝鮮戦争， 
・ベトナム戦争 
・中華人民共和国の成立 

３ 本時の学習についての思いをまとめる。 

 
 
 
 
＜ウ－①＞ 
国際連合成立後の世界の動き

を資料から読み取っている。 
〈場面〉学習活動２ 
〈方法〉発言内容 
 
 
 

◇「国際連合憲章

（全文）」（歴史

年表資料） 
◇「国際社会の動

き」 
（年表資料） 
 
 

援助（学習活動２） 
各資料の情報を整

理し，事実認識を援

助する。 
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 第二次世界大戦

後の世界の動きを

調べることを通し

て，戦争の反省から

国際連合をつくっ

たが，アメリカとソ

連が対立するよう

になり，お互いが世

界の国々を引き入

れ，冷戦状態であっ

たことがわかると

ともに，アジア，ア

フリカでは欧米諸

国からの独立が進

んだことを理解す

ることができる。 
 

 せっかく国際連合を新たにつくったのに，米ソの対立から冷戦状態になってしまった。これからの国際

社会の動きが心配だ。アジア，アフリカで独立が進んだことはよいことだから，それらの国々が発展して

いけるといいな。我が国の経済発展はどのように進んでいったのだろう。 
１ 戦後の経済復興の様子を知り，本時の課題を設

定する。 
日本経済は，なぜこんなにも早く復興できたの

だろう。                 

２ 視点を明確にし，自分の視点から資料をもとに

追求する。 
＜特需景気＞ 
・朝鮮戦争で，好景気となり経済が立て直った。 
＜民主化＞ 
・財閥解体によって，経済での民主化が行われた。 
＜国民の努力＞ 

 ・経済を立て直そうと，国民が頑張った。 
３ 視点別小集団で意見を交流する。 
４ 課題についての自分の考えをまとめる。 
５ 本時の学習についての思いをまとめる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
＜エ－①＞ 
早期に経済の復興を果たした

理由について，２つ以上の視

点をつなげて説明している。 
〈場面〉授業後 
〈方法〉ノートの記述 

◇「朝鮮戦争特需 
と復興」 
（総合歴史） 

◇「財閥の解体」 
「農地改革」（総

合歴史） 
◇「トヨタ自動車 
の危機と復興」

（総合歴史） 
 
 
援助（学習活動４） 
各視点の情報を整

理し，事実認識を援

助する。 
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 日本経済の復興

が短期間に進んだ

理由を考えること

を通して，ＧＨＱが

進めた経済の民主

化や朝鮮戦争によ

る特需景気が日本

経済の復興を早め

たことをとらえる

ことができる。 
 

日本はＧＨＱが進めた経済の民主化や朝鮮半島で起きた戦争による特需景気によって経済を復興させる

ことができた。そこには，食糧不足などにも負けない日本国民の絶え間のない努力があったのだな。平和

な社会の実現も，経済発展には欠かせないものだけど，日本の平和はどのようにつくられたのだろう。 

 


